
武蔵影向寺跡（むさしようこうじあと） （川崎市）
影向寺は、奈良時代の天平12年(740)、聖武天皇の命を受けた僧行基によって開創されたと伝えられていますが、
近年の発掘調査の結果、創建の年代は白凰時代末期(7世紀末)にまで遡ることが明らかになりました。（ホームページより）



　　　山門



境内側から見る



　　　　　発掘調査から推定された創建当初の影向寺はそれほど大規模な寺院ではなく、在地周辺を統治した有力豪族の私的な仏堂ではないかとされる。



薬師堂/江戸時代中期の元禄7年(1694)に建立

万5間で、寄棟造の茅葺(現在は銅板葺)の屋根であり、正面1間に銅板瓦捧葺の向拝を付けている。また、
堂の形式・建具・軒などの外観の基本を和様としながらも、柱上部などに禅宗様の意匠を採用している。









残念ながら「形」は良くない









鐘楼堂/昭和48年建立





太子堂/昭和55年建立



八角堂なのだがこれも「形」は良くない





　　　　手水舎





影向石







力石





安置堂/国指定重要文化財の薬師如来像などが安置されている





所謂収蔵庫なのだがもう少しデザインをそれらしくできなかったものか



六地蔵





阿弥陀堂/総ケヤキ造り

「形」は見る価値もなかった



　　　乳イチョウ/神奈川県の名木100選に指定



　　　通りすがりに見つけた武蔵国橘樹郡衙（むさしのくにたちばなぐんが）推定地













インターネットより

ホームページ

http://yougouji.org/
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